




















womenʼs higher normal school 女子高等師範学校　　 suburb of Paris パリ郊外 
history of higher education 高等教育史　　　　　　　comparison with France 日仏比較
１　「傍系」の女子高等師範教育





















































等教員師範学校(école normale de professeurs-femmes)がパリ南西郊外セーヴルの陶器工場跡に設置された。法制定
の中心人物であったセーは，当初用途の定まらない国有施設のうち北部都市コンピエーニュの宮殿に全寮制学校を作
るのが適していると考えたが，パリの著名な教授陣が容易に来校できることを配慮して，北部郊外のサン＝ドニや南




































実業家 9.2 8.1 17.5
高級官僚 1.0 1.2 5.0
自由業専門職 0.8 9.8 12.5
将校 0.2 4.6 2.0
大学教員 0.1 9.8 16.5
（上流階級合計） （11.3） （33.5） （53.5）
他の教員 0.5 9.2 8.0
ホワイトカラー職 4.5 22.5 15.0
職人・商人 6.7 13.9 7.0
（中間階級合計） (11.7) (45.6) (30.0)
軍人 1.1 7.5 -
熟練労働者 19.9 8.1 -
非熟練労働者 6.7 0.0 -
自作農業者 35.0 5.2
農業労働者 14.3 0.0 -




パリ・セーヌ地域 9.4 12.9 20.1
100,000人超 4.4 3.5 9.4
20,000～100,000人 10.3 20.8 27.2
10,000～20,000人 5.1 10.9 11.9
5,000～10,000人 6.2 6.9 7.9









1906年から，アンナ・アミユーが19年から校長を引き継いだ（Margadant, 1990 : p.195）。
　教授団は全体的に若い教員が多く着任し長く定着した。教授団の任務は，女子生徒に教育を施すとともに，「女教
師職(métier d'éducatrice)」に就く準備を行うことにあった。教授たちは，職業に必要な知識に加えて，学業・研











イツ語はファンタ先生という女性外国語助手が，長く語学教育に貢献したと記される（Streicher, 1932 : p.254）。も
ちろん古典文学が軽視されていたわけではなく，初代校長のジュール・ファーヴルは，哲学や詩の翻訳テクストを自
らの前で生徒に読ませることを好み，助教諭がギリシャ・ローマの名作について発表を行わせ，生徒の中にはラテン
語の学習を通じて古典文学に親しむ者もいた（Streicher, 1932 : pp.256-257）。1919年には入学試験の外国語科目と
してラテン語が認められ，２名の「ラテン語生(latinistes)」が合格し，その後も合格者数は増えていった。また31年
には文科のアグレガシオンでラテン語（作文・翻訳・解釈）が必修となり，ギリシャ語は選択科目となった



































れ，87年に初等教育高等師範学校(ENS de l'enseignement primaire)となった。当初はアリエ県のイズールにあった
司教館に設置する予定であったが，改修費用をめぐる反対が続いたため断念し，フォントネー＝オ＝ローズにパリ市















































た（Pécaut, 1895: pp.86-87)。そして，「人々を育てること（former des personnes）は，その文字通りの意味におい
て，良心や理性の権威のもとで人々について考え，感じ，人々に誠実であることであり，品揃えの良い学問のメカニ


































で，古い規範をまとった時代遅れの女性教師と映るようになっていた（Margadant, 1990 : pp.274-299）。
　それ以前にも，男性アグレガシオンの外国語部門では，1883年に女性が受験することが認められ，英語とドイツ語
それぞれ１名が合格し，88年にも英語とドイツ語で１名づつ合格した11)（Chervel, 1993 : p.168)。男性アグレガシオ
ン理科の数学部門では，ウクライナ出身でセーヴルで教員をしていたリウバ・ボルトニッカーが，1885年に女性初の
合格者となった（Hulin, 2002 : p.136)。1905年には女性が男性アグレガシオンを正規に取得することが可能になり，
ジャンヌ・ボードリが哲学アグレガシオンに第２位の席次で合格した（Chervel, 1993 : p.196)。11年には，リュ
シー・ガブリエル・ファンダール（新姓ランドワン）が，男子アグレガシオン理科の自然科学部門に合格し，18年に




待たなければならなかった（Chervel, 1993 : pp.197-199)。
　セーヴル校は，1936年に女子高等師範学校(ENS de jeunes filles)になり，ユルム校と同等の高等教育機関として位
置づけられた（ただし39年からユルム校には女性が入学できなくなった）。37年には２名の学生がソルボンヌでリサ
ンス（学士）課程に登録し，39年から公式に大学課程に登録することが求められた。ドイツ占領期に一時的にパリ市
内に移転した後，49年から85年のユルム校との統合までパリ市内南部に校舎が置かれた（田村, 1993, Mayeur, 
1977, 1994）。フォントネー校は，40年のドイツ占領期に中学校国立準備学校に改組された後，45年に中等教育準備














































(Chervel, 1993 : p.166)。
5）附属学校は，女子リセのほか初等クラスと幼稚園(jardan d'enfants)も併設され，1922年には女子リセ・コレージュの幼年・
初等クラス教員資格を新たに準備するセンターになった（Mayeur, 1977 : p.416）。
6）リセ・フェヌロンは1883年に創設され，今日も共学の名門校として現存している。そのほかパリでは，87年にリセ・パッシー
として創設され89年に名称変更したリセ・ラシーヌ，88年創設のリセ・モリエールが女子名門校とされた。その後もパリには





巨頭」と称された（上垣, 2004 : pp.143, 147-148）。ペコーとスティーグはともに98年に逝去し，フォントネー校の同窓会誌
は多くのページを割いて追悼特集を組んでいる。その後，フォントネー校では女性が名実ともに校長職を担うことになった。
8）マリオンは，フォントネー校で教育や道徳に関わる心理学の講義を行っていた。1887年にソルボンヌに移ってからも，フォ










（上垣, 2008＝2016 : p.146）。女性アグレジェの協会への加入率は高く，34年には1,150名の女性アグレジェのうち905名が協
会に加入し，加入率は79％にのぼった。また，38年において女性のリセ教授職2,578名のうち，50.3％の1,297名が女性アグレ
ジェであったため，男性の中等教育アグレジェ協会と同等の影響力を有していたとされる。協会の評議会はパリのリセ・フェ
ヌロンに常に置かれ，パリの教員を中心に30名程度の評議員が集まっていた（Verneuil, 2005 : pp.335-337)。
11）1900年にはイタリア語とスペイン語の部門，07年にはアラブ語部門の男性アグレガシオンが創設され，10年にイタリア語部
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＊ School Education
Teacher Education in Women’s Higher Normal Schools in France
Atsumi OMAE＊
ABSTRACT
This paper examined the social characteristics of teacher education in womenʼs higher normal schools in Sèvres and 
Fontenay-aux-Roses, dating back to their foundation during the Third Republic in France.  At the beginning of the 
establishment of these schools in the 1880s, the School of Sèvres had accepted graduates from girlsʼ secondary education 
institutes that did not prepare them for baccalaureate degrees to enter the University, while the School of Fontenay enrolled 
graduates from girlsʼ normal schools and higher elementary schools.  Womenʼs higher normal schools fulfilled their mission 
to train female teachers to return to their respective school stages.  This was the “sideline” position of the school system. 
Located in the suburbs of southwestern Paris, these schools sought to train elite teachers in a dormitory system by 
selecting excellent women of relatively high social origins from all over the country.  Under the direction of a female 
principal, the curriculum was designed to prepare for a female agrégation degree and female secondary teacher qualification 
by providing the education based on a rational scientific spirit and civil morality, although classical languages and philosophy, 
which were exclusively for men, were not emphasized.  In terms of religion, this study found that heterodoxies against 
Catholicism had developed republican laïcité and civil morals.  We can understand that the process of educational expansion 
in womenʼs higher normal schools created qualification-based state elites, by promoting their democratization particularly 
toward gender equalization after the World War I in order to adapt to social needs for a wide range of human resource 
development in the centralized capital of Paris.
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